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春がやってきました！
今年はお散歩しながら道端の草花を楽しみませんか？
そんな時に役に立つおすすめの花の図鑑や、植物にま
つわる新刊本をそろえます。



さんぽの図鑑
「野草の名前　春　和名の由来と見分け方」
「野草の名前　夏　和名の由来と見分け方」
「野草の名前　秋冬  和名の由来と見分け方」
（高橋勝雄　著／山と溪谷社）

以前から定評のあった、ヤマケイの野草の名前図鑑が

文庫サイズになりました。春・夏・秋冬の 3 分冊になっ

ています。花の名前の由来がわかると、名前もちょっ

と覚えやすくなりますよ。

「散歩で見かける四季の花」
（金田　一　著／日本文芸社）

野の花ばかりではなく、庭や公園に咲く園芸種も含め、

四季折々の花が紹介されています。これまで気になっ

ていたよそのお宅に咲いていた花も、これで名前が分

かるかも…。

「色で見わけ五感で楽しむ野草図鑑」
（高橋修　著／ナツメ社）

代表的な野草を写真を交えて 543 種類掲載。そのため、

比較的コンパクトではあるのですが重量感あり。初心

者が探しやすいように、７系統の花の色に分類してあ

ります。「見る、聴く、かぐ、触る、味わう」の五感を

使って野草を愉しもうというところもテーマの１つ。



お子さんと一緒に楽しむ
「 っそうの名前」
（ 　著／ ）

な と、 「 」で かれている の本。お

いち に 草の名前を えてもらう の のお で

すが、 はついついその しい に が ってし

まいます。 なのに草花の を見 にとらえてい

て、 の なら 芸 の方にも メ。

「 め のうえと め のした」
（ ーマ ー　著／ ）

く されている、 インも 的なかがく

本。 の っ や っこのしく 、 かの も

のとのつながりな を、 さな もたちにわかりや

すく えてくれます。

「 庭の っ草 」
（ 重雄　著・ 真 　 ／ ）

庭な によく えている 草をとりあ 、花の色や

かたちから、名前を ることがで ます。名前がわ

かるといままであまり気にならなかった草花が、 に

に感 られるは 。しら の １歩としてい

かがでしょうか。 は から。



植物エッセイの名作
「園芸 の一 」
（  ク　著／ 社）

庭 くりを する たちの といえばこれ。 前

の コの 、 ・ クの名著。お さ

によるイ トもかわいくて、 ー たっ りの

文 に心も くなります。 も も、日本 ろうが

コ ろうが、園芸 は の ツを つも

のな です 。（いとう いこう ）

「 ・ イ ― 」
（いとう いこう　著／ 社）

いとう いこうさ は、 ン で花を てる「

ン ー」。「 ン ー」として、この本を

に マにもなりました。いとうさ の との

らしを った園芸 イ。 クの「園芸 の

一 」を して いたそうです。 の「 園

芸 ン 」（ 文庫）もあります。

「 野 　な 花は うか」
（ 野 　著／ 社）

者、 野 の イ 。 のこと、

と に歩 の が られます。こ

の  ーズは と文 を

来する たちの イ ーズ。 の インナ

も が いので メです。



ボタニカルアート。
「 ー ト 日本 」
（ ン ー ト　著／ ）

代 に日本にやって た 者 ー ト。

者としても 名です。日本の を初めて ー

パに紹介した でもあり、本 が いた しい

色図 は 的にも、 や文 の から

も、また ート としても、 も高

く評 される 重な です。その図 5 と

を文庫サイズで気 に う 。

「 もと一 に覚えたい　 草の名前」
（ 　著・ 　 ／マイ ）

しい ートを使った 図鑑。

もわかりやすく、 で野の草花を楽しむのに っ

たりです。 が れいなので の方でも 。

「野の花の本
　　　 ートと花のおと  」

（ ・ 修　 野 ）

野の花の ート けでなく、 （花

の ）や花の文 ・ な が、 つ で

紹介されている図 。 3 も されているので、

花の ートをたっ り で ます。



植物とがっぷり四つで
「コケの 」
（ ン・ ー ・ マ ー　著／ ）

コケが な らしをしているかのお なのですが、

の というよりは、コケの を いた文

のような ン ク ンです。コケが らす ク

の の に、 分も一 に って たような かな

に たれます。

「 が し、気 を えた」
（ イ ・ ン 　著／ す ）

見た は に ー が高い本ですが、 がいか

に や気 を えて たのか、 の や を

交えて、 の な ケー の が されま

す。それに比 ると は にとって でしかない

のでは…。あらためて の さに感 さ られる

冊です。

「石巻まちの本棚」では、本の貸し出しや古本などを販売をしてい
ます。本棚の本はお一人様３冊まで２週間借りることができます。
初回のみ登録料 200 円をいただきます。もちろん店内で読んでいた
だくこともできますので、お気軽にお立ち寄り下さい。



新書で気軽に
「 ー   マの 図鑑」
（ 谷 一　著／ 社）

かい季 、コンク ートや トばかりの

でも、 マ に うことがで ます。

する たちの マでの りがな ともけな

で おしくなることうけあいです。 の 図鑑

としても さい。 の「 マの の 」

もあります。

「 ー  の四 花園を く
  が す 」

（野 　著／ ）

は めてこの を（写真で）見たと 、 の にこ

な れいな花園があるのかと っくりしました。お

そらく ているうちに 分の で ることはない

ろうと われるこの を、 な サイズで ら

あれ。

「日本 と のこ」
（ 　著／山と 谷社）

「草花」とは し うけれ 、　日本 が 来から の

こに し で た「 のこ文 」の をた るお 。

をおかしてまで のこ りがやめられない気 ち

がわかるかもしれま 。



たくさ の し 「 られて る草の 」
（高 　著・ 谷 　 ／ ）

けの ですが、この はな と金 山が

。 で金 山に け する日本 （ ）と

の なつながりのお 。著者の高 は 4

も金 山で を けていて、この本を して た

ちに をよく することを えて さいます。

実は石巻に関係のある草花本。

「 な 草の え ン ク」
「 な 草の え ン ク 」
（ 　著／文一 ）

草たちも えの季 。 草との いには 草を

ることも です。 介者はま のうちに いてし

まいたいです 。この ン クは、 のうちに

草の名前を ようというもの。

そして、著者は の 草 、 さ 。

お名前に ンと来た方は、 の にある著者紹

介 ケ に

この冊子で紹介している本は、フェアで販売する新刊書です。期間中、品
切れの場合もございますのでご了承下さい。フェアでは関連した古本など
も販売する予定です。
2018 年 7月 28 日（土）には、「石巻一箱古本市」を開催します。店主と
して参加したい、当日お手伝いして下さる方を募集しています。詳しくは
本棚スタッフか bookishinomaki@gmail.comまでご連絡下さい。
発行：石巻まちの本棚×くものす洞
文責：くものす洞（kumonosudo@gmail.com）

（2018 年 2月）
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